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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
日本でも大きな社会問題となっている肥満が原因のメタボリックシンドローム発症の分子レベルにお

けるメカニズム解析は、我が国が世界的に貢献すべき分野である。本研究は、脂肪滴蓄積現象における

TRB3 の役割を明らかにし、分化抑制因子としての核内受容体、RORαの重要性を発見し、脂肪細胞内

におけるペリリピンを欠損したノックアウトマウスを用いた脂肪滴形成の分子機構を解明するなど、新

たな展開に成功している。さらに、小胞体に存在する TRAC8 が SREBP の活性化を抑制するという最

新の発見は、広くジャーナリズムに取り上げられ、コレステロール代謝を制御する分子機構の解明に大

きく貢献している。SREBP の活性化を抑制する薬剤の開発や新たな食品成分の検索など、残りの研究

期間で応用開発研究の更なる発展を期待したい。 
 


